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　昨年度の当社業績は、会社設立直後以来の経常赤字となり、ス
テークホルダーの皆様には大変ご心配をおかけしました。アルミ
ボトルを中心とした販売数量の落ち込みに加え、お客様との需給
調整の問題から減販、減収になったほか、製造ラインも安定せず、
物流費、原料費などのコストも増加したことが要因でした。
　このような状況を踏まえ、私たちは、事業を取り巻く一時的な環
境変化に迅速に対応し、短期間で業績を回復させるとともに、現在
の事業基盤や企業体質を見つめ直し、将来に向けて変えるべきは
変え、しっかりとした方向性を見出すべきだと考えました。そして、 
｢改革｣と｢V字回復（利益改善）｣を主要テーマとした復活戦略と
して、2020-2021年度の２年間を対象とする新たな中期経営戦略

（新中経）「ステップアップ2020-2021」を策定し、取り組むことと
いたしました。
　当社の事業は、飲料用アルミ缶の製造・販売という単一の事業
ですが、大型の新規形状品を含むアルミボトルと、ＵＢＣ（使用済み
アルミ缶）のリサイクルについて、世界的に誇れる技術を有してお
り、こうした特長にいっそう磨きをかけながら、製品全般にわたっ
てメリハリのある技術開発と、効率的で高品質な安定生産、顧客満
足度の高い販売、物流などを目指します。足元の弱点を克服しつ
つ、長期的な体質強化も図りながら、存在価値を高めていくことが
課題であると考えております。
　社員一人ひとりが「自責」の思いを強く持ち、緊張感とスピード
感をもって「行動する」ことで、真摯に「新中経」に取り組み、当社
は、持続的な成長を遂げることとしております。
2020-2021年度は、当社にとって、きわめて大事な期間になります。
　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う社会情勢の変化にどう
対処していくかは、当然のことながら、新たな経営上の重要課題で
す。世界的に経済が停滞するなかにあっても、いわゆる「巣ごもり
需要」に応えるための飲料用アルミ缶の供給は、当社に課された
社会的責任の一環です。まずは、当社自体が感染リスクを極小化
し、製造ラインの安定操業を維持し、供給責任を果たし続けなけれ
ばなりません。幸いにも、当社では、2020年9月末時点において、
感染者の発生は見られず、お客様のご要望にお応えできていま

す。今後も、細心の注意を払いながら操業を継続してまいります。
　新型コロナウイルス感染症の拡大に対する緊急事態宣言を機
に、テレワークなど、ＩCＴを活用した業務の取り組みの変化が一気
に進みました。当社では、かねてから取り組んでいる「働き方改革」
のなかで、しっかりとその功罪を検証し、「新中経」の課題を実現し
ていくためのひとつのエンジンとして、有効活用していくことが必
要であると考えております。
　当社は、2019年9月26日、公正取引委員会から、独占禁止法に
基づく排除措置命令、および課徴金納付命令を受けました。かね
てから法令遵守に取り組んできたにもかかわらず、お客様をはじ
めとする関係者の皆様に多大なご心配とご迷惑をおかけしたこと
を、改めて深くお詫び申し上げます。
　違法と認定された行為形態は、すでに2015年度末をもって消
滅しているという認定ではありましたが、過去に違法と見なされる
行為があったことは事実であり、その結果、多額の課徴金を納付
することとなり、名実ともに企業価値を大きく毀損してしまいまし
た。かかる事態を二度と起こすことのないよう、しっかりと再発防
止に取り組んでまいります。
　再発防止策については、公正取引員会の承認を得て、営業関係
者に対する教育や、監査を徹底することなどで実効を挙げることと
しております。
　経営トップとして、社員に対しては、｢利益は、公正な競争を前提
にしたものでなければ、事業そのものを危うくする。公正でない競
争による利益は一切不要である｣ことを今後も言い続けてまいり
ます。全社員がコンプライアンス重視の姿勢をいっそう強化し、事
業活動全般にわたって、法令遵守はもちろんのこと、世間の常識か
らも乖離することのないよう、外部環境の変化も敏感に捉えなが
ら、不断の点検を行ってまいります。ステークホルダーの皆様には
厳しく見守っていただければ幸いです。
　当社は、三菱マテリアルグループの一員として、三菱マテリアル
社が定める企業理念や行動規範などを共有しております。このう
ち、行動規範を補足するものとして、「業務遂行における判断の指
針」があります。業務を行う上での判断の優先順位は、「ＳＣＱＤＥ」
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です。安全・健康（Ｓａｆｅｔｙ＆Ｈｅａｌｔｈ）、法令遵守・公正な活
動・環境保全（Ｃｏｍｐｌｉａｎｃｅ＆Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ）、および品質

（Ｑｕａｌｉｔｙ）の確保を徹底したうえで、お客様とお約束し
た納期を厳守（Ｄｅｌｉｖｅｒｙ）する、という流れを誠実に実行
し続けることで、お客様や社会からの信頼を獲得し、適
正な利益（Ｅａｒｎｉｎｇｓ）を頂戴していく──このサイク
ルを、いっそう徹底してまいります。
　新型コロナウイルス感染症の収束は未だ見通せ
ず、感染拡大防止策を講じながら事業を継続してい
く状況が続きます。当社は、「人と社会と地球にやさ
しい飲料容器の提供」という経営理念に基づき、安
全･安定操業を継続しつつ、「ＣＡＮ ＴＯ ＣＡＮ（缶
から缶へ）」、すなわち｢リサイクルによって何度で
も生まれ変わることのできる、環境にやさしい素
材を使った飲料用アルミ缶｣の更なる普及を目
指して、社会課題の解決、循環型社会の実現に
貢献してまいります。
　社員みんなが元気になれる「Ｃａｎ Ｆｏｒ Ｙｏ
ｕ！」の合言葉に加え、前の中期経営戦略から唱
えております。「ユニ缶でよかったね」の合言葉
のもと、ステークホルダーの皆様とともに、こ
の未曾有の難局を乗り越えてまいりたいと決
意しております。
　倍旧のご支援とご協力を賜りますよう、お
願い申し上げます。
                                        2020年10月

ユニバーサル製缶株式会社
取締役社長

Eiichi Naito
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社 名

設 立

事 業 内 容

資 本 金

代 表 者

従 業 員

拠 点

関 係 会 社

ユニバーサル製缶株式会社
（英文表記 : Universal Can Corporation）

2005年10月1日

飲料用アルミ缶の製造､研究開発および販売

80億円

取締役社長　内藤 英一

934名 ※2020年３月末現在

新菱アルミテクノ株式会社

本 社

富 士 小 山
オ フ ィ ス

大阪オフィス

結 城 工 場

群 馬 工 場 

富 士 小 山
工 場

岐 阜 工 場 

滋 賀 工 場

岡 山 工 場

〒112-8525 東京都文京区後楽1-4-25 日教販ビル
TEL.03-3868-7470 FAX.03-3868-7467

〒410-1392 静岡県駿東郡小山町菅沼1500
TEL.0550-76-3260 FAX.0550-76-5430

〒530-6022 大阪府大阪市北区天満橋1-8-30 OAPタワー
TEL.06-6881-0851 FAX.06-6881-0852

〒307-0016 茨城県結城市新堤仲通り1-1
TEL.0296-33-3811 FAX.0296-33-0339

〒374-0047 群馬県館林市野辺町906-2
TEL.0276-74-8500 FAX.0276-74-7561

〒410-1392 静岡県駿東郡小山町菅沼1500
TEL.0550-76-3211 FAX.0550-76-5521

〒505-0006 岐阜県美濃加茂市蜂屋町下蜂屋伊瀬入会16-8
TEL.0574-26-8111 FAX.0574-26-8115

〒522-0244 滋賀県犬上郡甲良町在士古田681
TEL.0749-38-2001 FAX.0749-38-3485

〒709-0844 岡山県岡山市東区瀬戸町南方150
TEL.086-953-1511 FAX.086-953-2230

※ISO9001認証を全社で、ISO14001･ISO22000･
　FSSC22000認証、中災防OSHMS認定を全工場で
　取得しています。

コーポレートデータ 組織図
株主総会

監査役 取締役会

経営会議
経営戦略部
業務監査部
管理部 総務･人事室
経理･財務部 情報システム室※

営業部 結城工場
カスタマーサービス部 群馬工場
SCM部 業務統括室 富士小山工場
生産統括部 生産･供給戦略室 岐阜工場

滋賀工場
原料･資材調達部 岡山工場
品質保証部※

生産技術部※ 設備エンジニアリング室
技術開発部※

安全環境部※

人財開発部※

※は富士小山オフィス

従業員数

人と社会と地球にやさしい
飲料容器の提供

経営理念

食の安全･安心に貢献します
環境負荷の低減を追求します

お客様の立場に立って、価値ある技術、製品、サービスを提供します

CSR活動を推進し、全てのステークホルダーから信頼される会社になる

業界トップの品質、コスト競争力を実現し、
価値ある技術、製品、サービスを提供し続けることにより、

顧客から信頼される戦略パートナーとなる

健康で安全な職場環境を構築し、働く喜びと挑戦意欲に満ちた元気な会社になる

経営方針

会社概要
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沿革

■三菱マテリアル社　■ホッカンホールディングス社　■ユニバーサル製缶
※ ＵＢＣ:Used Beverage Can

1918
大正7年

■三菱鉱業（株）[現三菱マテリアル（株）]創立

1921
大正10年

■北海製罐倉庫（株）[現ホッカンホールディングス（株）]創立

1950
昭和25年

■集中排除法により石炭[三菱鉱業（株）]、金属[太平鉱業（株）、
　翌年三菱金属鉱業（株）に]の両部門に分離
■企業再建整備計画により北海製罐（株）設立

1972
 昭和47年

■富士小山工場（2ピース缶［ボディ･エンド］）竣工、
　飲料用アルミ缶事業に進出

1974
昭和49年

■岐阜工場竣工（2ピース缶）

1975
昭和50年

■UBC回収事業に進出

1976
昭和51年

■岡山工場竣工（2ピース缶）
　（株）新菱アルミ罐回収センター[現新菱アルミテクノ（株）]創立

1977
昭和52年

■飲料用アルミ缶開発センター設置

1979
昭和54年

■館林工場竣工（2ピース缶）

1990
平成2年

■結城工場竣工（2ピース缶）

1993
平成5年

■滋賀工場竣工（2ピース缶）

2001
平成13年

■日本初のＵＢＣ–スラブ一貫処理工場が完成
　岡山工場アルミボトル製造開始

2003
平成15年

■結城工場アルミボトル製造開始

2004
平成16年

■結城工場アルミボトル製造ライン増設
　富士小山工場アルミキャップ製造開始

2005
平成17年

■三菱マテリアル（株）とホッカンホールディングス（株）の
　事業統合により、ユニバーサル製缶（株）がスタート
■会社分割により純粋持株会社へ移行

2007
平成19年

■館林工場（ボディ製造）とＳＩプラント（エンド製造）を統合し、
　群馬工場（ボディ部門、エンド部門）に名称変更

2009
平成21年

■群馬工場（エンド部門）を北海製罐（株）に譲渡

2010
平成22年

■現在の本社へ移転

2019
令和元年

■岐阜工場アルミボトル製造開始

飲料用アルミ缶 ･ アルミボトルの販売量

アルミ市況

売上高

経常損益
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製品情報

確かな技術でお客様に製品を提供。

極限まで薄く、胴体の上部は縮径。

アルミ缶胴

タブの指掛かりが良く、開けやすい。

アルミ缶蓋

アルミの良さをそのままに、リシールを実現。

アルミボトル

開けやすさと、リシール後の密封性を両立。

アルミキャップ

　缶の胴体部と底部を一体成形し、上
部に蓋を取り付ける２ピース構造。胴
体部をDI（Drawing & Ironing:絞り･
しごき）加工で極限まで薄くし、材料を高効率に使用。胴体の上部
は、蓋を取り付けるために小さく縮径しています。

　開発コンセプトは、｢タブの指掛かり
が良く、開けやすい｣。タブを固定する

〈Stay On Tab〉仕様で、タブが散乱
することはありません。｢タブは、先端の口に近い部位に丸みをつ
け、唇に触れた際に違和感のないように｣、｢アルコール飲料の缶
には、｢おさけ｣を意味する点字を入れ、目の不自由な方の誤飲を
防ぐ｣など、つねに、｢お客様の安全と扱いやすさを最優先する｣設
計･製造を行っています。

　アルミ缶ならではの密封、軽量、リ
サイクルなどの特性をそのままに、リ
シール(再栓)を可能にした画期的な
製品。飲用シーンが多様化するなか、飲みたいときに飲むことが
できる新時代の飲料容器として人気を博しています。

　｢開けやすさ｣と、｢レトルト殺菌など
過酷条件での密封性維持｣という相反
する条件を満たすリシールを可能にし
ているのが、画期的な構造のアルミキャップ[UniAKROSⓇ]と、ア
ルミボトル本体との組み合わせ。ボトルだけでなく、キャップの軽
量化も実現し、環境負荷低減に貢献しています。

　エナジードリンク「モンスターエナジー」に採用されてい
る500ｍｌのアルミボトル[M500]が、世界的な金属容器
コンテスト〈The Cans of the Year Awards 2019〉の
Bottle部門でGold賞を受賞。大容量、かつ滑らかな肩部
形状──スタイリッシュ＆モダンなシルエットで、若者を中
心に拡大しているエナジードリンク市場に新風を吹き込ん
だと評価されたのです。
　[M500]のユニークな形状を実現するために、岐阜工場
の新規アルミボトルラインに、高ハイト缶を製缶できるDI
マシン、および肩部成形の工程数を増やしたボトル成形機
を導入しました。
　今までにない、大容量のアルミボトルは、新たなタイプ
の飲料容器として、今後、飲料市場で、大きな存在感を示
すことが期待されています。今後は[M500]開発で得られ
た新しいアルミボトル成形技術の知見を活かし、お客様の
ニーズに合わせて、清涼飲料、お茶、コーヒー、ビール、ＲＴ
Ｄ製品など多様な形状にチャレンジし、幅広い飲料カテゴ
リーへの展開を図っていきます。

[ユニ缶]の名で培ってきた、実績と信頼。 [ユニ缶]の名で獲得した、国際的な評価。

〈The Cans of the Year Awards 2019〉で、

アルミボトル[M500]が、
Gold賞を受賞！

Product Lineup Topic
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更なる軽量化で、多様なニーズに対応。

軽量アルミボトル
軽量アルミキャップ

意匠性や強度を維持しつつ、約12％の軽量化。

エンボス軽量缶

性能や生産性を損なわず、加飾性の高い印刷を。

ウェットルック印刷
さまざまな飲料に対応する、大型リシール容器。

大型アルミボトル
[５００ＬＮ]

　310ｍｌ、410ｍｌの２サイズで、アルミボトルの更なる軽量
化に取り組み、310ｍｌでは17.5ｇから16.0
ｇへ約8％、410ｍｌでは20.5ｇから19.1ｇへ
約6％、それぞれ軽量
化を果たしました。ま
た、キャップでも、優
れた開栓性、密封
性を確保しつつ、
3.0ｇから2.9ｇへ
約3％の軽量化を
実現。レトルト仕様
やホットパック仕
様も取り揃え、多
様なニーズに対応
します。

　意匠性に優れ、持ったと
きの感触が特徴的なエン
ボス缶を軽量化し、独特の
持ち味を更に際立たせまし
た。ボトムの接地径を小さく
し、ボトムリフォーム成形（ボ
トムの底の内側の立ち上が
り部に溝を加工し、ボトムの
耐圧強度をアップさせる）
を施し、耐圧強度をそのま
まに、元板厚の薄肉化を実
現しました。本来の意匠性
や強度を維持しつつ、350
ｍｌ缶で、従来の13.3ｇから
11.7ｇへ約12％の軽量化を
実現したのです。

　液滴を模した「シズル感」が特徴の印刷で、高級感や特
別感を表現できます。特殊な塗料とインキを使用し、その
表面張力の差を制御して印刷を行う難度の高い技術です
が、缶体性能、製造ラインの生産性・品質も通常の印刷製
品と同レベルを実現してい
ます。

　消費者の飲用シーンが多様化する
なか、ネック部が長く、スタイリッ
シュな[500LN]は、炭酸飲料か
ら中性飲料まで、さまざまな内
容物に対応できる大型リシー
ル容器です。最近では、クラフト
ビールメーカーでの採用もあ
り、飲料用アルミ缶の利用シー
ンを広げる新時代の飲料容器と
して、更なる展開が期待されて
います。

[ユニ缶]の名で提供し続ける、新たな価値。
New Products
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操業に大きな影響がなかった理由。
内藤 新型コロナウイルス感染症（以下：新型コロナ）の拡大で、
世界中が、今まで経験したことがない事態に見舞われています。
いつ収束するのか、予断を許さない状況が続いていますが、私た
ちは、英知を結集して、この非常事態に対応していかなければな

りません。
打田 事業環境についてはステイホームにより、いわゆる「巣ごも
り需要」が高まったことで、ＲＴＤ（Ready To Drink。広義には、そ
のまますぐに飲める飲料。一般的には、缶チューハイやハイボー
ルなどの低アルコール飲料）や、新ジャンル（いわゆる〈第３のビー
ル〉）の家庭内消費を中心に缶入り製品の消費が増えたことが、当
社には追い風になっています。一方、清涼飲料に使用されている
アルミボトルは、オフィスや行楽地などに設置されている自動販売
機の売上が減少し、苦戦を強いられています。また、ステイホーム
の影響だと考えられますが、スーパーやコンビニなどでも、小容量
の清涼飲料の消費が、大型容量のペットボトルの消費に押し負け
ているといった側面もあります。
内藤 従業員の安全を最優先に考え、いち早く〈新型コロナウイ
ルス対策本部〉を設置しました。具体的な感染防止措置は、大前提
として国の基準・施策に従っていますが、更に、三菱マテリアルグ
ループとしての対応指針に沿った措置を講じています。加えて、当
社独自の対応として、たとえば、やむを得ず都道府県をまたいで出
張せざるを得ない場合には、出張後の一定期間、出勤せずに在宅
勤務（リモートワーク）を行うなど、社員の理解を得ながら、感染防
止を徹底しています。社員一人ひとりが、公私にわたって最大限の
注意を払って感染防止に努めたおかげで、これまでは社員の感染
者が出ることなく操業を継続できています。社員一人ひとりの努

取締役副社長

打田 浩明
Hiroaki Uchida

取締役副社長

花房 達也
Tatsuya Hanafusa

取締役社長

内藤 英一
Eiichi Naito× ×

新型コロナによる
未曾有の事態に、
飲料容器製造
メーカーの
底力で対応！

【特集】TOP鼎談
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力に対して感謝し、敬意を表するばかりです。
花房 新型コロナ以前から、工場では、食品安全マネジメントシス
テムISO22000、更にはFSSC22000の認証を取得・運用していま
す。ですから、食品衛生管理上の基本として、うがい・手洗いの励
行、マスク着用、アルコール設置による手指の消毒などの徹底は、
すでに当たり前のこととして実施されていました。
打田 新型コロナ対策として追加したのは、事務所での飛沫飛散
防止の衝立やビニールカーテンの設置、食堂の時差利用など、い
わゆる「３密」を避けるための工夫です。私たちの操業が止まれば、
社会へのアルミ缶飲料の供給に大きな影響を与えかねないとい
う危機感を共有し、これからも製造と販売が一体になって、飲料用
アルミ缶の供給という社会的使命を果たし続けていきたいと思っ
ています。
内藤 政府の〈緊急事態宣言〉を機に、本社（飯田橋オフィス、およ
び大阪オフィス）では、解除されるまでの約１カ月間、ＢＣＰ要員を除
いて、一斉在宅勤務を実施しました。突然の導入になりましたが、
滞りなく実施できたのは、必要に迫られていたとはいえ、｢迅速で
柔軟な対応｣という当社の底力があったからこそ、と言えるのでは
ないでしょうか。現在は、出社比率の上限を設定し、在宅勤務を交
えながら、事業活動を継続しています。
打田 営業部では、お客様対応がＷｅｂ会議になったことで、多く
の移動がなくなり、実務に充てられる時間が増えました。これま
では、富士小山オフィスに所属する技術開発部や品質保証部のス
タッフがお客様との打ち合わせに同席する際、移動の都合で日程
調整に時間を要していましたが、Ｗｅｂ会議になってからは、必要に
応じて簡単に関係スタッフが同席できるようになりました。とくに
遠方のお客様については、打ち合わせの物理的･時間的なハード
ルが下がったことで、ご要望に対して、より迅速な対応がとれるよ
うになりました。現在は、重要な交渉は対面で、効率性・迅速性が

優先される日常の打ち合わせはＷｅｂ会議で──というように使
い分けています。
花房 また、在宅勤務は、業務のあり方を見直す良いきっかけにな
りました。申請や決裁の電子化が進むなど、新しいICTツールを積
極的に活用しようとする動きに伴って、業務の効率化が進んでい
ると感じています。反面、デメリットとして、面識のない方とリモー
トだけで人間関係を構築していくことの難しさや、健康管理面を
含む勤怠管理の難しさを感じています。
内藤 出社すれば、職場の動きや会話のなかに身をおくことにな
り、自分の部署、ひいては会社の全体像を、つねに肌で感じていら
れます。おのずから一体感、連帯感も生まれます。在宅勤務では、
残念ながら、そこのところが難しい。このコミュニケーション･ロス
を解消するにはどうしたらよいか？──今後、在宅勤務の制度化、
仕事によっては常態化を検討していくうえでの課題です。

新型コロナが拡大する中でも
緩めることなく進める改善の一手。
打田 当社では、以前から、限られた経営資源を最大限に活用し、
更に発展を遂げるために、ワークスタイルの変革に取り組んでき
ました。新型コロナが拡大する中でも、その歩みを止めることな
く、取り組みを粛々と継続しています。すでに着手している取り組
みの一例ですが、バッチ処理で行っている個別の製品ごとの原価
管理を、一貫処理して短時間で「見える化」できるようにしておりま
す。更に、業務プロセスの「見える化」に取り組むことになると思い
ます。ここでもＩoＴ技術は必須となります。目的は、短時間で、より
精度が高く、きめの細かい分析を行い、生産・販売活動とコストの
つながりを一目瞭然にすることです。製造・物流・販売などの３Ｍ、
ムリ・ムダ・ムラが洗い出され、問題の発見・解決を通じて、効率化
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環境メリットから
注目を浴びる
アルミ容器、
この機会を如何に
捉えるか。

や最適化につながっていくことが期待されます。
内藤 自分たちの仕事の成果だとか、改良・改善による効果が「見
える化」されることで、働く意欲の向上にもつながるはずです。
打田 その通りです。当社のような製造業では、それぞれの職場で

「見える化」を推進し、現場の皆さんが自ら問題に気付き、どう解
決したらよいかを考え、改良・改善に向けて行動することが、企業と
しての大きな改革につながっていきます。既存の概念ややり方に
とらわれず、「ゼロベース」での見直しを行い、現場に“小さな奇跡”
を起こすことが、企業全体の発展につながるキーワードです。
内藤 大切なのは、｢いかなる場合も、お客様の要求に応える｣こ
とです。とはいえ、製造能力の限界を超えた要求に応えようとすれ
ば、需給破綻を起こし、お客様に迷惑をかける結果になりかねませ
ん。リアルタイムに製造能力を把握し、ある程度お客様にもご協力
いただいて合意を形成し、そのなかで効率化を図り、双方にとって
望ましい方向を目指す──｢見える化｣は、そのための方策です。
打田 ルーティン業務のＲＰＡ（Robotic Process Automation）
も始まっています。既存のデータをロボットで切り出し、その入力、
保存、および印刷などを自動化する──ルーティン業務をロボッ
ト化することで生まれた時間を、これまで出来なかった改善・改良
や、新たな学習機会の創出に充てることができます。
花房 ＲＰＡについては、本社の一部署で先行して実施していて、
徐々に工場にも広げている──という段階ですが、今後、ルーティ
ン業務のロボット化は、加速度的に進むでしょう。
内藤 新型コロナによるパンデミックは、未曾有の経験ですが、諸
般の環境が悪化する中でも、当社の社会的責任をしっかりと認識
する中で、自らも必要に応じて変化する柔軟さで対応し、為すべき
ことを為していけば、必ず当社の将来にプラスとなるはずです。新
しいビジネスモデルを追求するためにも、例えば、在宅勤務の導
入は、デジタル化を加速し、ワークスタイル変革にとっても、追い
風ともなりえます。

アルミボトルの
更なる伸長に向けて。
内藤 海洋プラスチックごみ、地球温暖化、資源の持続可能性な
どの観点から、世界的に｢脱プラスチック｣の動きが高まっていま
す。日本でも、プラスチックストロー廃止の動きがあったり、2020
年7月１日にはレジ袋が有料になったり、暮らしのなかで、より身近
な問題になってきています。ペットボトルについても、再生の比率
を高めていこうとする動きがありますが、飲料用アルミ缶は、何度
でもリサイクルが可能であるなど、より環境に優しい容器であると
考えていますので、リシール性など、ペットボトルと同様の機能を
備えたアルミボトルも含めて、飲料用アルミ缶が広く起用されて
いくようにアピールしていくことが大事です。環境にやさしい飲料
容器を製造販売しているという自負を持ちながら、持続可能な社
会の一端を担っていきたいと考えています。
打田 現在、アルミボトルはコーヒー飲料を中心に清涼飲料で使
用されていますが、販売当初は、コーヒー飲料だけでなくあらゆ
る飲料に採用されていました。消費者の認知度が低いなか、まず、
コーヒー飲料での普及が順調に進み、今では定番容器として定着
しましたが、最近ではクラフトビールに採用されたほか、ＲＴＤなど
での採用も広がっています。新たな飲料容器カテゴリーとして、ま
すます市場に普及していくでしょう。
花房 当社のアルミボトルは、これまで結城工場と岡山工場に、合
わせて３ラインの製造設備を持っていましたが、お客様の多様な
ニーズに応えられるよう、2019年度には、岐阜工場で新規アルミ
ボトル製造ラインを稼働させ、大容量･新形状のアルミボトル（以
下、大型ボトル）の製造にも対応できる体制を整えました。この新
ラインで製造している新製品は、500mlという大容量のアルミボ
トル缶［M500］と［500LN］です。［M500］は、若年層を中心に人
気のエナジードリンク「モンスターエナジー」に合わせた専用形状
で、これは、世界的な金属容器コンテスト〈The Cans of the Year 
Awards 2019〉のBottle部門でGold賞を受賞しました。新型コロ
ナの流行に伴って、少し販売が伸び悩んでいる面はありますが、新
型コロナの落ち着きとともに、需要は新型コロナ以前の数字を超
えて伸びると見ています。既存製品のほか、新製品販売に向けて、
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更に安定的に製品をお届けできるよう、生産対応していきます。
［500LN］は、ネック形状に新たなバリエーションを持たせた大型ア
ルミボトルです。今年に入って、有名なクラフトビールメーカーに
採用され、容器をキャッピング（閉栓）する機械、いわゆるキャッパー

（［AL-BROWLER］）とセットで販売しています。
打田 2018年の〈ドリンクジャパン〉で、そのクラフトビールメー
カーから、「2020年に新規店舗を渋谷区神宮前･MIYASHITA 
PARKにオープンするので、それに合わせて、持ち帰り用のアルミ
容器と、店頭で充填する機械が欲しい」とのお話をいただいたこと
がきっかけでした。
花房 ちなみに、［AL-BROWLER］のネーミングは、クラフトビー
ルが先行して流行っているアメリカで、キャッピング時に大きな音
を出すために「Growler（｢うなる人｣の意）」と名付けられた持ち帰
り容器に由来します。瓶(Glass)をアルミ缶（Can）に変えたキャッ
パーが開発された際に「Crowler」と命名されましたが、今回は
更に容器がアルミボトル（Aluminum Bottle）ということで［AL-
BROWLER(アルブラウラー)］と命名しました。［AL-BROWLER］の
設計では、キャッピング部分のカバーを透明にすることで、おもし
ろいキャッピングの動きが、来店されたお客様側から見えるように
工夫しています。更に、取り扱いの簡素化、機械の信頼性の向上に
つながるさまざまな工夫を凝らしています。新型コロナの影響も
あって、レストランへの客足が鈍っているなか、手軽に持ち帰りの
できるこのシステムは、お店の売上向上にも貢献できるものとし

て、クラフトビール業界で注目されています。早速２台目の採用も
決まっていて、今後ますますの拡大が期待されています。これを機
に「クラフトビールを含むプレミアムビールの容器イコール、[ユニ
缶]で製造しているアルミボトル」のイメージを広めていきます。

見直されつつある
「ＣＡＮ ＴＯ ＣＡＮ」の魅力。
内藤 先ほども触れましたが、アルミ缶は何度もリサイクルが可
能な環境にやさしい容器です。当社は、三菱アルミニウム社、新菱
アルミテクノ社とともに、ＵＢＣを回収・溶解して再び飲料用アルミ
缶にする「CAN TO CAN（缶から缶へ）」リサイクルに45年前から
取り組んでいます。アルミ缶リサイクルは、原料コストの削減とと
もに、独自の一貫処理システムによる二酸化炭素の大幅な削減効
果もあり、事業メリットと社会的意義の両立を図ることができる取
り組みとして、今後も更に力を入れていきます。
打田 お客様からも、｢ＵＢＣリサイクル事業の推進とその周知が、
マーケティングとしても大きな価値がある｣という評価をいただく
ようになってきています。かつて、モノづくりは「動脈産業」、リサイ
クルは「静脈産業」と言われていました。血管は、動脈だけでは機
能しません。モノづくりも然りなのですが、これまで静脈の大切さ
をキチンとアナウンスしきれていませんでした。例えば、ある飲料
のすべてが当社製の容器に詰められていない場合、パッケージに
リサイクル容器であることを記載できない、という事情もありまし
た。しかし、今では、当社のＵＢＣ リサイクル事業をアピールするこ
とが、その飲料そのもののメーカーであるお客様にとってもプラ
スになることが理解されつつあります。当社のリサイクル活動を、
お客様が、自社のマーケティングに活かすことを考え始めてくだ
さっているきざしを感じています。
花房 半世紀近く、ＵＢＣ回収に取り組んでいる当社は、業界にお
けるＵＢＣリサイクル事業のパイオニアです。2019年度のＵＢＣ回
収量は、飲料用アルミ缶にすると約35億缶に相当する５万２千トン
です。今後の取扱量の増加もにらみ、新菱アルミテクノ社と一体
になって行う回収拠点の拡充や、リサイクル関連設備の増強など
にも取り組んでおり、2020年２月には、当社の結城工場内にＵＢＣ
回収拠点（倉庫）を新設しました。それまでは、北関東にＵＢＣの回
収拠点がありませんでしたが、結城工場内に新設したことで、結城
工場に近い北関東３県（群馬、栃木、茨城）からのＵＢＣ回収量増加
を見込めるようになりました。これからも、当社は、ＵＢＣリサイク
ル事業を牽引し、資源・エネルギーの有効利用によって、循環型社
会の実現に貢献してまいります。

鼎談実施日「2020年9月10日」

【「AL-BROWLER」と「500LN」】
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【〈ヒューマンエラー防止研修〉での、危険予知訓練の演習。】
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安全衛生活動の基本理念
　当社は、安全衛生活動の基本理念に、｢『安全と健康を守ること 
は全てに優先する』 ～災害の危険を感じたときには、躊躇せずに 
設備や行動を止める～」を掲げています。この理念のもと、 
　｢『従業員の遵守事項』を厳守すること｣
　「しない｣…………自分の身は自分で守る
　「させない」………仲間の身を守る
　「見逃さない」……職場の危険を排除する
を行動指針として、不安全な状態の是正と、不安全な行動の予防
に対して、全員参加で取り組んでいます。

2020年度の
安全衛生防災関係重点実施項目

　安全衛生防災活動にかかわる実活動の着実なスパイラルアッ
プを図るため、４つの重点実施項目を設けて活動しています。　
①人のレベルアップ活動の継続推進
②能動的なＫＹ活動、および基本行動型災害における重篤化防

止対策への対応
③リスクアセスメントによる本質安全化の徹底
④安全衛生管理体制の継続的な「質」の向上

2019年度の安全の取り組み

■安全、安心な職場づくりに向けて

　安全、安心な職場をつくるためには、｢不安全な状態｣と、｢不安全
な行動｣という両面からの潜在的な危険の撲滅が重要であると考
え、設備と行動のリスクアセスメント活動に取り組んでいます。
　｢不安全な状態｣の是正については、職場での各種パトロールに
よる新たなリスク抽出や、工学的安全対策による設備安全化を計
画的に進めています。
　｢不安全な行動｣の予防については、各職場の朝礼、引き継ぎ時
でのツールボックスミーティング、そして、従業員一人ひとりが作
業前にひと呼吸置くことを意識した「一人ＫＹ」の実践にも努めて
います。
　更に、人のレベルアップ活動の一環として、上長とのこまめな面
談や、「危険体感教育」を定期的に行うといった対応を含め、安全
に関する経験や、習熟の度合いに応じたカリキュラムの運用も実
施しています。

■ヒューマンエラーの防止に向けて
　直近の災害事例の分析から、錯覚や思い込み、慣れや省略行為
といった人的要因が抽出されています。この防止策として、日常業

務での管理者の声かけや指導などに加え、昨年度は、各事業場で、
外部講師による講義を交えた〈ヒューマンエラー防止研修〉を開催
しました。
　ヒューマンエラーが発生するメカニズムと、その対策の考え方
を学ぶとともに、自らの作業を対象にした危険予知訓練の演習を
通じて、危険を危険として気づく力を高めていき、その情報共有の
重要性を再認識することによって、ミスを防ぐ人づくり、仕組みづ
くりに努めています。職場の仲間との安全に関するコミュニケー
ションが深まるなど、〈ヒューマンエラー防止研修〉は、安全風土を
醸成するための有効な手段でもあり、今後も継続して取り組んで
いきます。

衛生活動の基本方針

　衛生活動では、基本方針を、「“風通しの良い職場づくり”と“健
康づくり活動”を通じて、全従業員が心身ともに健康で明るく働き
やすい職場づくりに努める｣としています。
　この基本方針は従前同様であり、これに基づいて産業医・看護
師・事務グループが連携し、主に以下の項目に取り組みました。

■健康企業宣言への取り組み
　2019年度は、企業としての従業員の健康増進へのアプロー
チの一環として、「健康企業宣言」への取り組みを開始しました。
健康優良企業として認定されるためには、健康診断の受診や、
健康づくり環境の整備、食・運動・喫煙・心の健康への取り組みな

【過去10年間（2010-2019年度）の安全成績】

「人」とのつながり

安全衛生の取り組み

「安全と健康は全てに優先する」の理念を実践。
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【プロジェクトマネジメント研修】 【営業強化研修】

ど、日頃の健康に関する活動全
般をきちんと実施していること
が求められます。
　これまでの当社の取り組みにつ
いて、三菱マテリアル健康保険組
合を通じて審査を受けた結果、健
康保険組合連合会東京連合会か
ら[健康優良企業認定証（銀の認
定）]をいただくことができました。
今後も継続して認定されるよう、
各種取り組みの強化に努めます。

■ストレスチェックの定着化
　従前同様、「産業医科大学」と提携し、労働安全衛生法に則ったス
トレスチェックを全事業所で実施しています。高ストレスと判定さ

れた社員については、必要に応じて産業医や看護師よる面談を行
うなど、個別にフォローを行いました。今後も、より働きやすい職場
環境づくりを目指し、メンタルヘルス対策を実施していきます。
　また、メンタルヘルスだけでなく、さまざまな問題について安心
して相談できるよう、社内外に相談窓口を設けていて、全社員が
心身ともに健康で活躍できるよう、体制を整えています。

■健康診断・特殊健康診断の実施と有所見者のフォロー
　当社には、有機溶剤などを取り扱う職場や、騒音が発生する職
場があるため、法令に則って、定期健康診断と特殊健康診断を実
施しています。各種健診項目で有所見と判定された社員には、産
業医や看護師による面談を実施しています。
　長く元気に働くためには、心身ともに健康でなければなりませ
ん。今後も、健康障害の予防や早期発見に注力し、継続して社員
の健康管理に努めます。

人財育成の基本理念、および基本方針

　当社の人財育成は、「社員の成長なくして会社の発展なし、
会社の発展なくして社員の幸福なし」が基本理念です。当社が
持続的に発展し、飲料用アルミ缶市場におけるリーディングカン
パニーを目指すために、高水準の知識・技能を備えた社員を育成
することを目的とし、主に下記の３つを具体的な柱にしています。
◦会社の発展に貢献できる人財を育成する
◦常に自己研鑽と自己改革に努め、担当職務のプロフェッ

ショナルを目指す人財を育成する
◦教育を通じアルミ缶事業の技術・技能の伝承を図る

2019年度の取り組み
　2019年度は、例年開催している階層別研修に加えて、各部門
から要望のあった研修を企画しました。

■〈プロジェクトマネジメント研修〉を開催
　新たにプロジェクト制を導入した技術開発部門を対象に、マネ
ジメント手法の向上を目的に研修を開催。「プロジェクトマネジメ
ント」の基本から、過去実際に行ったプロジェクトの評価計画を作
成するなど、実際の現場で使える手法を中心に実施しました。

■〈営業強化研修〉を開催
　営業現場でのＯＪＴは充分なのですが、営業の基本スキルを改
めて学んでもらうために、営業若手社員を対象に開催しました。１
回の開催で終わるのではなく、月に１回（半日）の研修を４回、段階
的に開催しました。
　対人対応スキル強化のため、相手のタイプを理解するソーシャ
ルスタイルの見極め方から、効果的なニーズヒヤリング術、提案
術、クロージングまでの基本を学んでもらいました。
　人財の育成は会社の成長の源であり、社員自身の自己実現や
成長でもあります。現在、新型コロナウイルス感染症の影響で教
育のスタイルが変わりつつありますが、時代のニーズを把握し、
教育の質の向上を念頭において、継続的に活動していきます。

人財育成の取り組み

多様なニーズに応じた研修で人財の一層の底上げを。
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事務局
管理部総務・
人事室

オブザーバー
監査役

副委員長
管理関係
担当役員

構成員
各部担当役員、部長・工場長など、
子会社社長、子会社役員

委員長
取締役社長

CSR責任者
取締役社長

CSR管理者
各部担当役員、
子会社社長

CSR担当者
各部長、工場長、
子会社役員など

意思決定、監督、および業務執行の体制
　当社での経営の意思決定、および監督については、取締役５名
で構成される取締役会で行っています。取締役会に付議される案
件は、取締役社長、および副社長などで構成される経営会議で充
分な事前審議を行い、意思決定の適正化を図っています。
　業務執行については、取締役の合理的な業務分掌を定めたう
えで、執行役員に取締役の業務執行を補助させています。また、
社内規程などによって、各機関、各部署の業務分掌を定め、機動
的、かつ適正に業務執行を行っています。

監査体制
　当社では、以下に示す三様の監査を行っています。
　　◦監査役による業務・会計監査
　　◦会計監査人による会計監査
　　◦業務監査部による内部監査
　監査役は、取締役の職務執行を監査し、その適正確保に努めて
います。
　業務監査部は、主に業務内容全般の適法性、合理性、効率性な
どを内部監査し、被監査部署に対しては改善指導、フォローアップ
を行っています。
　これらの結果については、経営会議に報告しています。そのほ
か、三菱マテリアル社による経営監査も受けています。

内部統制
　内部統制については、当社にとって最適なシステムを構築する
よう努めています。2019年度の「財務報告に関する内部統制」に
ついては、重要な不備がなく「有効である」との判定をし、会計監
査人からも、｢その内容が適切である｣との報告を受けています。

ＣＳＲ推進体制
　当社では、取締役社長をＣＳＲ（企業の社会的責任）の責任者と
し、全社を挙げてＣＳＲ活動に取り組んでいます。活動を円滑、かつ
適正に実施するためにＣＳＲ委員会を設置し、各年度の活動の方針
や計画、コンプライアンス、リスクマネジメントに関する審議、承
認、意見交換を行うことによって、情報共有を図っています。

■コンプライアンス
　当社では、ＣＳＲの根底を成すコンプライアンス（法令遵守）につ
いて、法令の遵守はいうまでもなく、企業倫理や社会的良識などの

「公共性」を含む広い概念としてとらえ、ステークホルダーの期待
に誠実に応えていくことと考えています。当社は、2019年９月に、
公正取引委員会から独占禁止法に違反する行為があったとして処
分を受けたことを、厳粛、かつ真摯に受け止め、二度と同様の事態
を発生させることがないよう、社員教育の拡充、監査体制の強化な
どの再発防止策を講じています。

【ＣＳＲ推進体制】【ＣＳＲ委員会】

取締役・執行役員
業務執行部門

株主総会

監査役 会
計
監
査
人経営会議 CSR委員会

業務監査部

選任

解任

選定

解職

監督

選任

解任

選任

解任

取締役会

【【コーポレートガバナンス体制】

｢社会｣とのつながり

コーポレートガバナンス（企業統治）

企業倫理と、社会的良識を踏まえて。



15

信頼

期待

情報開示
説明責任

社会の要請

対話

株主

地域社会
NGO
NPO

サプライヤー 行政

顧客

地球環境 社員

ステークホルダー

本業を通じた
社会的貢献

地球環境
への配慮

経済的責任

倫理的責任

経営理念の実現

人と社会と地球にやさしい
飲料容器の提供

ユニバーサル製缶

遵法責任

【クレーム発生率推移】

品質方針、および食品安全方針
◦顧客のニーズと期待に応えるため、円滑なコミュニケー

ションを図り、業界トップの顧客満足と信頼を得る。
◦フードチェーンにおける食品安全ハザードの適切な管理を行

い、食品衛生の意識を高め、食品安全レベルの向上を図る。
◦マネジメントシステムの有効的な活用、および継続的改善

に向け積極的にチャレンジし、更なる質の向上と、食の安
全・安心を確保する。

2019年度から現在までの取り組み
■内部監査による取り組み

　当社の内部監査は、製造現場などの日々の業務結果を確認す
る日常点検監査と、年1回の頻度でテーマを選定して行うテーマ
監査の、２つの仕組みで運用しています。テーマ監査については、
社内における重要課題や、外部監査での指摘事項などを反映さ
せて、テーマの設定を行っています。
　2019年度のテーマ監査では、改めて、「ものづくり」の基礎にな
る文書・記録の管理、測定試験機器の管理をテーマに実施しまし
た。内部監査を行うことは、システムの有効性確認とともに、社内
ルールの再認識を図りことができ、改善への機会につながりまし
た。

■新しい様式の品質教育

　当社では、品質教育を集合研修という形で実施していました。

しかし、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、大人数が集ま
る形での研修を動画研修に切り替え、研修の効率化と新型コロナ
ウイルス感染予防を両立させる、新しい様式での品質教育を今年
から実施しています。
　パワーポイントと講師の講義を１画面に収めた動画を、教育対
象の組織に配布し、組織内で感染予防に配慮した形で受講しても
らっています。受講する組織のスケジュールに合わせることが容
易であるとともに、復習したいときにはいつでも閲覧できること
から、理解を深めることにも役立っています。また、受講後の理解
度チェックを実施することで、研修効果を客観的に判断でき、次回
の教育動画作成にも生かすことができます。
　新型コロナウイルス感染予防として実施した取り組みでした
が、効率的な研修の新しい様式として継続して実施することで、当
社の品質レベル向上につながるものと考えています。

【ユニバーサル製缶のＣＳＲ】 ■リスクマネジメント

①リスクマネジメント活動
　当社では、ＰＤＣＡ（Plan，Do，Check，Action）サイクルによる継
続的なリスク低減に取り組んでいます。事業所ごとに、定期(年に
1度)、および必要に応じて随時、リスクの洗い出しと、その評価を
行っています。低減すべきリスクについては、四半期ごとにその進
捗状況を確認し、進捗に遅れがある場合は、本社所管部署などに
よるフォローを実施しています。
②危機管理体制
　当社では、経営、もしくは事業活動に重大な影響を与える事態
が発生した際に、関係各部が連携して迅速に対応することができ
るよう、危機管理に関する基本規程を定めるなど、体制を整備して
います。
　また、大規模地震の発生を想定した初動対応のマニュアル
を事業所ごとに作成しているほか、危機事態発生時にも、重要
業務の継続、あるいは早期の復旧・再開などが行えるよう、ＢＣＰ

（Business Continuity Plan：事業継続計画）を作成しています。

品質保証の取り組み

更なる品質レベル向上で、顧客の信頼に応え続ける。
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【結城市環境基本計画策定委員会の様子】【環境基本計画書】

【安全衛生行動指針の唱和】 【検品ライン機械操作】【検品ライン機械操作】

【地元小学校への寄贈】
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実績 法定雇用率【障害者雇用率の推移】

結城市の環境基本計画策定に、委員として参画。

サポートの強化と環境整備で、障害者雇用を促進。

地元の教育を応援する、〈愛のＣＡＮハート運動〉。

本年２月、結城工場の事務マネージャーが、［結城市環境基本計画策定委員会］の委
員に委嘱されました。結城工場が同市の環境保護を担う重要なステークホルダー
であることを踏まえ、｢工場排水・排煙の厳格な管理状況｣、｢産業廃棄物の適正な
処理状況｣、｢ＵＢＣの回収を通じ、三菱マテリアルグループでリサイクルしているこ
と｣、｢鬼怒小貝漁業協同組合への支援を通じた鮎、鮭などの水資源の保護｣、更に
は、｢この委員委嘱を契機に登録した〈結城市環境美化パートナーシップ事業〉への
参加｣などをアピールし、市の〈環境基本計画書〉にも、
これらの取り組みの掲載をお願いしました。計画は、パ
ブリックコメント、環境審議会を経て、2021年２月に最
終案が答申諮問され、正式に決定される予定です。

〈障害者雇用促進法〉によって、常時雇用する労働者の2.2％に相当
する障害者の雇用（法定雇用率）が義務付けられています。群馬工
場では、2010年に［障害者支援センター］から紹介を受け、障害者
を１名採用しました。主な業務として、検品ライン機械操作を担当
しています。翌2011年には〈障害者就職面接会〉に参加して１名採
用。微生物検査や測定業務などの作業を行っています。採用から約
10年が経過した現在も、各職場で活躍しており、定着状況も良好
です。その後も、当工場の障害者雇用率は、2019年度時点で法定
雇用率を上回る4.92％で推移しています。今後も現雇用率を維持
していくとともに、障害特性に配慮し、社員の協力による周囲のサ
ポートの強化と、働きやすい職場環境の整備を図っていきます。

2020年で29年目を迎える富士小山工場の〈Ｈ＆Ｃ（ヘルス＆ク
リーン）運動〉──2009年からは、運動の一環として、富士小山地
区の、地域への社会貢献を目的としてＵＢＣの回収を行う〈愛のＣＡ
Ｎハート運動〉へも参加しています。具体的には、社員とその家族
が工場周辺約５ｋｍを歩いて拾ったゴミから分別するなど、集めた
ＵＢＣの回収代金を積み立て、教育に役立てていただけるよう、教
材や用品などを購入し、地元の小中学校などへ寄贈しています。 
2019年度のＵＢＣ回収量は3,640ｋｇ。積立金は約18万円になり、
学校図書など34点を購入･寄贈しました。今後も、この活動を継続
して行い、ＵＢＣリサイクル活動への意識向上を図り、富士小山地
区への社会貢献を果たしていきます。

結城工場

群馬工場

富士小山工場

｢社会｣とのつながり

工場の取り組み

地域に信頼される企業として取り組む。
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【［美濃加茂市東図書館］での展示の様子】

【〈“岡山市を美しくする”環境美化クリーン作戦〉に参加】

【若手社員のインタビューについてのパネル】

【〈犬上川クリーン作戦〉に参加】

地域図書館で、事業活動をアピール。

〈犬上川クリーン作戦〉への継続参加。

地元の美化から始まる、環境問題への取り組み。

岐阜工場では、地域を代表する祭〈おん祭〉に毎年出店し、UBCの
回収などを通じて地域交流を図っていますが、地域コミュニティー
への更なる参加を目指し、2019年度から、［美濃加茂市東図書館］
の展示スペースをお借りし、当社の事業活動を知っていただくため
のパネルや、当社のアルミ缶に直接触れていただくためのサンプ
ル缶を展示しています。クイズを設けるなどの工夫も凝らしました
が、一番の目玉は、当工場の若手社員の生の声を聞いていただく
ためのインタビュー記事の掲載で、図書館の利用頻度が高い学生
さんに向けたメッセージも加えています。１回あたりの展示期間は
２週間と短いですが、年２回のチャンスをうまく利用しながら、当社
をより詳しく知っていただこうと考えています。

｢流域に豊かな恵みを与えてくれる犬上川の一斉清掃活動を通じて、自然環境への
愛護精神の涵養と、ゴミの不法投棄防止の啓発を図る｣ことを目的に、毎年３月の第
１日曜日、地元甲良町の主催で〈犬上川クリーン作戦〉が行われます。迎えて21回目
の今回は、地域の住民、自治会のメンバー、町長、町議会議員、役場職員、地元企業の
社員など約330名の皆さんが集まりました。滋賀工場か
らも、新入社員・新規転入者が中心になって毎年参加し
ていますが、今回も、肌寒い季節にも関わらず、汗をかき
ながら、一所懸命にゴミを拾い集めました。ゴミの量が
毎年少しずつ減っていくことが目に見えて分かり、とても
やりがいを感じます。これからも、さまざまな機会を通じ
て、地域の自然を守る活動に取り組んでいきます。

岡山工場は、毎年９月頃開催される〈“岡山市を美しくする”環境美
化クリーン作戦〉の清掃活動に参加しています。2019年度は、労
働組合の執行委員をはじめ14名が参加。地域の美化活動に貢献
し、地域の方々との交流を深めました。岡山工場としては５回目の
参加になるこの作戦には、地域住民の皆さんのほか、その地域の
企業で働いている人たちも参加していて、参加者は、年々増加傾
向にあります。これは、環境問題、わけても地球温暖化、海洋ゴミ
問題、食糧問題などに対する人びとの問題意識が高まっている傾
向の表れであると思われます。一人ひとりができるのは微々たる
ものかもしれませんが、｢まずは行動を起こし、続けてみよう！｣とい
う精神が、環境問題への明るい光となることを期待しています。

 岐阜工場

滋賀工場

岡山工場
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※4つの専門委員会
　[環境法規制管理委員会][省エネ推進委員会][水質管理委員会][廃棄物削減委員会]

本社機構

サイト環境委員会

A 見直し P 計画

a 全社環境委員会 p 環境方針・重点取組

ワンランク上の
Dへ

C チェック D 実行 P 前年

サイトPDCA専門委員会※

当社の環境管理体制 
　当社は、ＩＳＯ14001認証取得範囲の主体を工場に絞り、リス
ク低減と環境負荷低減を[環境保全]の2本柱に掲げ、日々活動
を推進しています。

[環境マネジメントシステム]の仕組みは、次の通りです。
◦取締役社長が委員長を務める[全社環境委員会(下図a)]で全社

的な方向性の決定(p)や結果の評価（検討・見直し）を行ってい
ます。

◦同時に、サイト経営者である工場長を中心にした[サイト環境委
員会(A)]で、工場の目的・目標(P)を設定し、条例地域協定など
に応じた独自の保全活動(Ｄ，Ｃ)を行っています。

◦全社で取り組むべき項目については、環境方針の中で重点取り
組みテーマとして明確化させ、[専門委員会]を設置して活動し
ています。

遵守項目をデータベース化して管理強化
■環境関連法令の遵守
[環境法規制データベース]
　関連するあらゆる環境法令、条例、地域協定などを、各工
場ごとにデータベース化し、その管理強化を図っています。 
[ｅ-廃棄物管理システム]
　〈廃棄物処理法〉関連については、社内イントラネットを活用し
た[e-廃棄物管理システム]の運用によって、産業廃棄物の社内
管理や、委託先である産業廃棄物処理業者の管理などの強化を
図っています。

省エネ推進活動
■エネルギー使用原単位、年間１％削減

　製造現場では、次の事項に重点的に取り組んでいます。

◦無駄取り…設備のこまめな停止、エア漏れ箇所計画保全など
◦高効率化…脱湿機更新、モーターインバータ化など

◦熱の合理化…各種乾燥設備への遮熱塗料施工など

　また、年２回の全社的な〈省エネ推進委員会〉で、各サイト間の
「情報共有と水平展開」を図り、省エネの促進に努めています。
　ただし、2019年度については、岐阜工場の新規ライン立ち上
げに関わる稼働率が影響し、エネルギー使用原単位としては対前
年度2.2％の増加になりました。

■輸送エネルギー原単位削減

　2019年度原単位については、長距離輸送増加の影響などに
よって、対前年度横這いになり、特定荷主の努力義務である「５年
平均１％削減」については0.4％削減という結果で、未達に終わり
ました。これからも特定荷主としての責任を果たすよう、継続的な
効率輸送を追求し、長距離輸送の削減に努めていきます。

水質管理活動
■発生源リスク対策

　流出事故発生の可能性に繋がる、製造工程に使用する油、薬
品、塗料などの供給設備の潜在的なリスクの撲滅に向けた対策、
および維持管理に傾注しています。

■流出防止対策

　上記の発生源リスク対策に加えて、各工場の排水処理場での
日々の工程管理、および末端での流出防止施策の実行によって、 
2012年度以降、「外部流出事故ゼロ」を継続しています。

廃棄物削減活動

■汚泥、廃油の発生抑制

　当社全体の廃棄物のうち約７割を占めている、飲料用アルミ缶
成形時の使用済みクーラント（潤滑油）と、成形後の缶を洗浄した
水の排水処理場から生じる汚泥の削減を促進するため、以下に注
力しています。

◦使用済みクーラント…遠心分離装置、およびＵＦ膜装置などに
よって、水と油を分離して産廃発生量を大幅に減容し、更に分離
した油分は有価物化を図る。

◦排水処理汚泥…汚泥分離を効率化する｢加圧浮上処理｣の導
入と、フィルタープレスの更新、および適正管理によって、含水
率を低減し、産廃発生量を削減する。

■有価物化の推進

　有価物の率的分類の促進、およびその工場間横並びの比較に
ついても、[ｅ-廃棄物管理システム]を活用し、更なる有価物化率
向上を目指しています。

｢地球｣とのつながり

環境の取り組み

環境マネジメント活動による目標達成への取り組み。
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総エネルギー使用量

廃棄物発生量ＣＯ2実排出量

原材料投入量 水使用量

大気・水域への排出量

（原油計算で約7.9万ｋｌ）

（うち、再生利用量5,249トン）（調整後15.1万トン）

製造ラインの稼働に使う電力、
製品乾燥に使うガスなど。

2019年度は、新規ライン稼働初年度による
低稼働率などの影響を受け、原単位５年平均
１％を達成できませんでした。今後は、いっそ
うの重点項目として、｢エネルギー原単位１％
削減/年｣を目標に取り組んでいきます。

大半は、汚泥、廃油など。
汚泥、廃油の削減、および金属類などの有価
物化を促進しています。

｢特定化学物質の環境への排出量などの把
握などおよび管理の改善の促進｣に関する法
律で定められた〈ＰＲＴＲ：化学物質排出移動
量届出制度〉に基づいて届出を行う対象物
質。
今後も、適切な管理を継続します。

概ね電力起因70％、ガス起因30％の割合
で排出。
これからも｢省エネ＝ＣＯ２削減」として取り組
んでいきます。

製品の原料になるアルミコイルや塗料など。
アルミコイルは、約10万トン使用しています
が、その約65％は再生材です。循環型社会
の構築に寄与するために、再生材の使用を継
続していきます。

製品を洗浄する水など。 
水の使用量は、製品の生産数と連動するた
め、原単位は、ここ数年、横ばいになっていま
す。今後は、再利用技術などの導入による原
単位削減を目指します。

製品の乾燥や洗浄に伴って発生する水やガスの含有物質。
工場では、法令で定められた排出基準によって、厳しい自主管理基準を設け
ています。
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｢環境への負荷をいかに低減するか」は、あらゆるモノづくりに
とって永遠の課題です。当社は「INPUT（利用する資源）の削減・
有効利用」と、「OUTPUT（環境へのリスク）の低減・管理」を目標

に掲げ、関連法令のほか、自主管理基準の遵守を徹底し、更なる
環境負荷の低減にチャレンジし続けます。

指定化学物質の排出と移動量

飲料用アルミ缶製造の環境負荷

環境負荷の、更なる低減を目指して。



本報告書に関して、ご意見、またはお問い合わせがございましたら、
下記へご連絡くださいますよう、お願いいたします。
■管理部 総務･人事室：TEL.03-3868-7470 FAX.03-3868-7467

■安 全 環 境 部：ＴＥＬ.0550-76-3468 ＦＡＸ.0550-76-6270

■Ｍａｉｌ：ｍｌ-ｃｓｒ-ｉｎｆｏ@ｍｍｃ.ｃｏ.ｊｐ

名称：インフィニティ･コクーン
デザインの基盤となっているコンセプトは、

二つの要素の融合により、新しい｢何か｣が生まれる形を表現したものです。

二つの要素は、二つの会社であったり、異なった技術や人でもあります。

今まで交わることのなかったもの同士が融合することにより、

まったく新しい世界のＵ

（Ｕｎｉｖｅｒｓe／宇宙･Ｕｎｉｑｕｅ／独創性･

Ｕｓｅｆｕｌ／有能･Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ Ｄｅｓｉｇｎ／ユニバーサルデザイン･

Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ Ｃａｎ／ユニバーサル製缶）

が生まれるイメージを表しています。

本社：〒112-8525 東京都文京区後楽１-４-２５ 日教販ビル
TEL.03-3868-7470　FAX.03-3868-7467

ホームページ：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｕｎｉｃａｎ.ｃｏ.ｊｐ

※ご報告の対象期間は、主に2019年度（2019年４月～2020年３月末）です。
※ご報告以外の、将来の予測･予想･計画などについては、事業環境の変化などによって影響を受ける場合があります。
※本報告書は、FSCⓇ認証紙を使

用し、揮発性有機溶剤の代わり
に植物油を使用した「ノン VOC 
インキ」、印刷工程で有害な廃液
を出さない「水なし印刷方式」を
採用しています。

岐阜工場
群馬工場

結城工場滋賀工場

本社岡山工場

富士小山工場

大阪オフィス 富士小山オフィス
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